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戦後5 0年 の 光 と 影




明年平成11年 5月 に, 金沢大学創立50周年を迎え盛
大な記念式が予定され て い る . 戦後間も な い 昭和24年
に旧制金沢医科大学, 工業専門学校, 薬学専門学校 , 第
四高等学校, 金沢師範学校などが合同して 新制金沢大学
として発足開校以来, 丁度半世紀を経たこと になる . 昭
和2 4年生ま れ の 小生 に と っ て 生 まれ て半世紀, 本学部
を卒業して 四半紀の節目となり特段の 思 い がする . 記憶
にある の は昭和30年代から であるが , 我 が家に白黒テ
レビが 入 っ た■の が昭和38年 , 東京オリ ン ピ ッ ク 直前の
池田勇人首相の所得倍増計画の最中で あ っ た . 医学部に
入学した の が , 昭和4 2年 で そ の 後の 大学紛争 , 安 田講
堂事件, 浅間山荘事件 を白黒テ レ ビで 見た ことが鮮明に
まぶ た に残 っ て い る . 昭和48年, 卒業後すぐに現数室
に入局 ( 当時は神経情報研究施設情報伝達部門) して か
ら, 25年間が経過した .
当時と今との 大きな遠 い と して , 社会 で は市電の 廃止
に代わ っ て車, 新幹線, 高速道路による モ ー タ リ ゼ ー シ
ョ ン の発達がまず上 げられよう. 更 に カ ラ ー テ レ ビ, ビ
デオ, レ ン ジ等 の電子機器, パ ソ コ ン , 電子計算機の 普
及が上げられる . 次 に本学を見渡すと , 身近な所で はピ
ペ ッ ト や試験管に代わ っ て ピ ペ ッ ト マ ン, エ ツ ペ ンの チ
ュ ー ブ の 登場が目に つく . 特 に コ ン ピ ュ ー タ ー の 導 入 に
よる変化が最も大き い と云える . C Tや M RI等の 画像診
断装置や技術の 開発に 始まり , 種 々 の デ ィ ジ タ ル検査機
器の開発, 検査や処方の オ ー ダー〕 ン グ に よる病院の電算
化, 図書館の 電子カ ー ド化, イ ン タ ー ネ ッ トの 普及な ど
枚挙に い とまが な い . 教室を見廻 して も, 硯在 7台の パ
ソ コ ンが フ ル稼働して い る . パ ソ コ ン の 得意で な い小牛
にと っ て は, 毎 日の 秘書の出勤 ･ 欠勤が最も気にかか る
所である. 秘書が裏の 教授と い っ た所 である. もう 1 つ
の大きな変化は , 昨今の 遺伝子ク ロ ー ニ ン グ技術の 隆盛
であろう . 医学 ･ 医療分野に お い て も, 分子生物学的ア
プロ ー チ は基礎臨床を問わず い ずれ の教室にお い ても汎
く行き渡 っ て い る . 私共 の と こ ろ で も遅まきなが ら昨年
から, 神経再生 に関与する遺伝子 ･ 分子 の研究を開始し
た. 技術面で 当然若 い ス タ ッ フ が必要となり, 参加を仰
い だ. もう 1人の 裏の教授の 誕生 で あ る . また本年4月
より, 教室が医学部研究施設から, 大学院講座 へ と組織
替えと なり, 分子神経情報学講座と名称が変わ っ た こ と
が大きな変化と し て あげられる . こ れ から の新世紀は
脳 ･ 神経 の 10年 (Decade ofthe Brain)と呼ばれ , 老人
痴呆をはじめ , パ ー キ ン ソ ン病, ア ル ツ ハ イ マ ー 病な ど
神経難病 へ の 挑戦の 時代と云われ て い る. 表 の教授であ
る小生 にと っ て , 大変難解な遺伝子 (分子) と コ ン ピ ュ
ー タ ー (情報)の 間に脳 (神経) を入れ , 分子神経情報
学講座とネ ー ミ ン グ を つ け , 名 は体を現すよう裏の教授
の 叱咤激励を受けながら日夜奮闘して い る の が現状であ
る .
前述した様に我々 は, こ の 半世紀に多くの 新し い装置
や , 技術を生み出し, そ の 恩恵を享受してきたが , また
反面多くの もの を忘れたり, 失 っ てきた . へ っ つ い , か
まど, 七輪, リ ヤカ ー に始まり, タ イプ ライタ ー , 漢字
… … ‥ ･ etC. こ れ ら の結果, 井戸 端会読に代表される人
と人と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が少なくなり , へ た に な っ
た の で はな い か . 携帯電話やポケ ベ ル で は , コ ミ ュ ニ ケ
ー トで きるが , 面と向か い 合 っ て は話せ な い 若者が大勢
い る と聞く. 創立 5 0周年を迎え , こ の あたりを少し議
論 し合 い た い . も し許され る なら時計の 針を止め , 或 い
は 元 に少しだけ戻すため の 大事な こ れか ら の 5 0年の 記
念式に して もよ い の で はなか ろうか . 最近, 多く の教授
はイ ン パ ク ト フ ァ ク タ ー な る魔物 に取り憑かれ怯えて い
る . こ れ は自分の 書 い た論文の掲載誌に 点数が つ い て お
り, Natur e誌28.4点, Scie nc e誌2 3.6点と い っ た具合で
ある. 勿論, きち ん と した自己点検や外部評価の 必要性
は云 うま でもな い こ と で あ る が , 経済性 , 利便性や効率
性重視の あまり , 数字の 1 人歩きだけは慎まなければな
らな い . こ の 辺 で ゆ っ くり再検討し直して みる暗が来て
い る の で はなかろうか . ｢ 我々 医学医療人 にと っ て 最も
大切な ことは点数や機械に惑わされる こと なく, 学生や
患者さん , 社会の 人達との 間の厚き信頼関係に則 っ た ヒ
ュ
ー マ ン ネ ッ ト ワ ー ク を築くこと で ある｣ と云われた医
療情報部の佐藤 保教授の 言葉を思 い 出し筆をおきた
い
.
